












は、すでに 18 世紀末のフランス革命うずまくパリで、かのサド侯爵（Marquis de 
Sade, 1740-1814）によってすでに準備されていた。『ジュスチーヌまたは美徳の不





























































































De finibus bonorum et malorum, 1532）である（23）。これは、6 年後に『道徳哲学概
要』（Philosphiae moralis epitome, 1538）としてシュトラースブルクで出版された
書物の源流に位置する。その後は、Philosophiae moralis epitomes libri duo, 1546. 






































































































たはいかなる像も造ってはならない。これは、「真の神の知」（vera notitia Dei, 




























を忘れずに生きるべきである。第 1 の戒めを満たすための徳目は、以上の 7 つである。
　これらに対して、その違反としての罪も列記されている。これが「罪の第 1 段階」





















　以上、第 1 と第 2 の戒めに対する違反には積極的な罰が下される、とメランヒ
トンは付記する。「というのも、罰をともなわない律法は戯言であるから」（Denn 
gesetz one straff ist ein vergebliche rede.）（39）。これらの律法は、恵みによる罪のゆ
るしについて何一つ語らない。律法とは、あくまでもわたしたちの罪に対する神の恐
るべき判断だけを明らかにする。福音と律法との区別は、ここでも強調されている。
　第 3 の戒め―安息日を心に留め、これを聖別せよ。メランヒトンによれば、第 1













































　さて、この後、第 5 から 10 までの戒めが続くことになるが、それぞれにおいて
これまでと同様に、その解説と具体的な違反および善行について述べられることに
なる。とくに、第 7 の戒め「姦淫してはならない」では、「無秩序な情念と情欲」































　学校には 1 人の教師と、3 人の補助者がいる。授業開始時間は、夏学期は 6 時半。






ラスは 1 つになり、語形論を訓練する。10 時から 12 時は、昼休み。午後の授業もま
た、Veni creator という聖歌で始まる。最初の 1 時間は音楽。これは、上級の 2 クラ
スのみ。1 時から 2 時のあいだ、第 1 組は 2 日に渡って統語論を暗唱し、他の 2 組は
ヴェルギリウスあるいはマントゥアヌスの『田園詩』（bucolica）、もしくはエオバヌ
スの英雄書簡を読む。第 2 組はドナートゥスを暗唱し、モセラヌスのパエドロギア
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